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◆平成３０年度 一般会計
補正予算

　総額３億４，６７１万円を
可決

◆常任委員会
　４つの委員会を開催しました

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

P2

P4

P8
６ 月
定例会

8 1 2053 0

▲‌‌この高瀬地区の紅花畑と紅花まつりは、このほど認定
された文化庁の日本遺産「山寺が支えた紅花文化」の
ストーリーを構成しています。



都市・社会基盤の整備と安全・安心なまちづくりに向けた

一般会計補正予算 総額3億4,671万円を

補 正 予 算

　
　
　
こ
の
た
び
の
補
助
に
よ
り

整
備
を
行
う
面
積
は
ど
の
く
ら
い

か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
回
実
施
す
る

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

水
田
畑
地
化
基
盤
強
化
対
策

事
業
費
補
助
金�

２
６
０
万
円

　
水
田
の
畑
地
化
を
推
進
す
る

た
め
、
転
作
水
田
の
暗あ
ん
渠き
ょ
排
水

工
事
な
ど
に
補
助
し
ま
す
。

委
員

農
村
整
備
課
長

　
　
　
対
象
と
な
る
大
規
模
建
築

物
に
お
け
る
、
耐
震
改
修
な
ど
の

進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
対
象
と
な
る
７

件
の
う
ち
１
件
は
平
成
２９
年
度
に

補
強
を
完
了
し
、
１
件
は
現
在
工

事
中
で
あ
る
。
３０
年
度
は
、
こ
の

た
び
の
補
正
予
算
を
含
め
補
強
工

事
１
件
、
解
体
工
事
１
件
を
予
定

し
て
お
り
、
１
件
は
３１
年
度
に
補

強
工
事
を
行
い
た
い
と
聞
い
て
い

要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模
建
築
物
耐
震

改
修
等
補
助
金�

３
９
５
９
万
円

　
耐
震
補
強
工
事
が
必
要
な
大

規
模
建
築
物
の
解
体
な
ど
に
対

す
る
補
助
を
行
い
ま
す
。

委
員

建
築
指
導
課
長

　
　
　
生
活
保
護
基
準
額
の
改
定

に
伴
う
全
国
一
律
の
シ
ス
テ
ム
改

修
と
な
る
が
、
改
修
費
は
他
市
と

比
較
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
他
市
の
シ
ス
テ

生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
等
改
修

事
業�

４
２
３
万
円

　
平
成
３０
年
１０
月
以
降
の
生
活

保
護
基
準
額
の
改
定
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
改

修
を
行
い
ま
す
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

地
区
で
は
、
平
成
２５
年
度
か
ら
整

備
を
行
っ
て
お
り
、３０
年
度
は
２
・

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
を
畑
地
化

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
２５
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
の

整
備
で
、
ど
の
く
ら
い
の
面
積
が

畑
地
化
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
作
物
に
転
作
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２５
年
度
か
ら
２９

年
度
ま
で
に
７
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
畑
地
化
を
行
っ
て
い
る
。
転
作

作
物
は
大
豆
・
ソ
バ
・
小
麦
で
、

２
年
３
作
で
作
付
け
を
行
う
と
聞

い
て
い
る
。

委
員

農
村
整
備
課
長

　
　
　
新
た
に
建
設
す
る
学
校
の

維
持
管
理
に
、
多
額
の
費
用
を
見

込
ん
で
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
積

算
項
目
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
に
建
物

商
業
高
等
学
校
校
舎
等
整
備
維
持

管
理
事
業
の
債
務
負
担
行
為

限
度
額
１
０
５
億
１
０
０
０
万
円

に
物
価
変
動
お
よ
び
金
利
変
動
に

よ
る
増
減
額
な
ら
び
に
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
を
加
え
た
額

　
債
務
負
担
行
為
の
限
度
額
を

設
定
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る

校
舎
な
ど
の
改
築
に
向
け
て
、

事
業
者
の
募
集
公
告
を
行
い
ま

す
。

委
員

山
形
商
業
高
事
務
長

や
設
備
の
保
守
管
理
業
務
、

日
常
清
掃
を
除
く
ワ
ッ
ク

ス
掛
け
や
ガ
ラ
ス
清
掃
な

ど
の
清
掃
業
務
、
警
備
業

務
、
情
報
端
末
機
器
の

リ
ー
ス
・
保
守
・
更
新
業

務
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
今
後
も
、
ほ
と
ん

ど
の
施
設
整
備
事
業
に
Ｐ

Ｆ
Ｉ
の
導
入
が
考
え
ら
れ

る
が
、
Ｖ※

Ｆ
Ｍ
以
外
に
ど

の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
民

間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

委
員

山
形
商
業
高
事
務
長

創
意
工
夫
に
よ
り
、
教
育
環
境
の

利
便
性
の
向
上
や
長
期
的
な
視
点

で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の

縮
減
、
市
と
民
間
事
業
者
の
最
適

な
リ
ス
ク
分
担
、
食
堂
や
売
店
な

ど
の
運
営
業
務
で
の
良
質
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
な
ど
が
期
待
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
耐
震
化

の
問
題
や
大
規
模
校
の
教
育
環
境

の
改
善
に
向
け
て
、
改
築
や
改
修

な
ど
大
規
模
な
事
業
を
切
れ
目
な

く
行
う
意
味
で
も
、
財
政
の
平
準

化
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
学
校

施
設
の
建
設
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
空
調
設
備
や
ト
イ
レ

改
修
な
ど
、
他
の
事
業
に
も
力
を

振
り
向
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

利
点
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

６月の主な補正予算
一般会計 ３億４，６７１万円

●街路事業
　‌  ２億９，３３２万円

＜主なもの＞‌ （千円以下切り捨て）

●要緊急安全確認大規模建築物耐震改修等補助事業
　‌  ３，９５９万円

●災害弔慰金
　‌  ５００万円

●生活保護システム等改修事業
　‌  ４２３万円

●水田畑地化基盤強化対策事業費補助金
　‌  ２６０万円

●林業・木材産業成長産業化促進対策交付金
　‌  １９５万円

▲ＰＦＩ方式による校舎改築を行う市立商業高等学校
※　ＶＦＭ…‌‌Value‌for‌Moneyの略称。支払い（Money）に対して最も価値の高いサービス（Value）を供給するという考え方で、従来の方式

と比べてＰＦＩの方が総事業費をどれだけ削減できるかを示す割合。
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る
。
残
り
の
２
件
は
未
定
で
あ
る
。

　
　
　
生
産
さ
れ
る
少
花
粉
杉
の

苗
木
は
、
市
内
や
県
内
に
植
樹
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２９
年
度
の

県
内
の
苗
木
の
需
要
は
、
約
６０
万

本
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
生
産
量

は
約
４３
万
本
で
、
不
足
分
は
主
に

秋
田
県
か
ら
調
達
し
て
い
る
。
そ

林
業
・
木
材
産
業
成
長
産
業
化
促
進

対
策
交
付
金�

１
９
５
万
円

　
山
林
の
伐
採
後
の
再
造
林
に

必
要
な
苗
木
の
安
定
供
給
を
図

る
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
基

盤
施
設
の
整
備
に
支
援
し
ま
す
。

委
員

森
林
整
備
課
長

　
　
　
対
象
と
な
る
大
規
模
建
築

物
に
お
け
る
、
耐
震
改
修
な
ど
の

進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
対
象
と
な
る
７

件
の
う
ち
１
件
は
平
成
２９
年
度
に

補
強
を
完
了
し
、
１
件
は
現
在
工

事
中
で
あ
る
。
３０
年
度
は
、
こ
の

た
び
の
補
正
予
算
を
含
め
補
強
工

事
１
件
、
解
体
工
事
１
件
を
予
定

し
て
お
り
、
１
件
は
３１
年
度
に
補

強
工
事
を
行
い
た
い
と
聞
い
て
い

要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模
建
築
物
耐
震

改
修
等
補
助
金�

３
９
５
９
万
円

　
耐
震
補
強
工
事
が
必
要
な
大

規
模
建
築
物
の
解
体
な
ど
に
対

す
る
補
助
を
行
い
ま
す
。

委
員

建
築
指
導
課
長

ば
、
カ
ラ
マ
ツ
も
コ
ン
テ
ナ
苗
と

し
て
市
場
に
出
回
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
県
内
で
少
花
粉
杉
の
苗
木

は
、
ど
の
程
度
普
及
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
今
後
、
県
外
へ
も
出

荷
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
少
花
粉
杉
の
苗

木
の
割
合
は
全
国
で
２
割
程
度
、

県
内
で
も
１
割
程
度
し
か
普
及
し

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

県
内
の
需
要
に
対
し
て
供
給
量
が

間
に
合
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

当
面
は
県
内
へ
の
出
荷
が
主
に
な

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
予
算
額
が
増
え
る
こ
と
で
、

ど
の
路
線
の
街
路
事
業
整
備
が
進

む
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
四
日
町
日
月
山

線
、
諏
訪
町
七
日
町
線
、
十
日
町

双
葉
町
線
の
３
路
線
の
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

委
員

森
林
整
備
課
長

街
路
事
業
に
要
す
る
経
費

�

２
億
９
３
３
２
万
円

　
街
路
事
業
の
推
進
に
向
け
て
、

国
交
付
金
の
内
示
を
踏
ま
え
、

事
業
費
の
増
額
と
財
源
の
組
み

替
え
を
行
い
ま
す
。

委
員

都
市
政
策
課
長

　
　
　
生
活
保
護
基
準
額
の
改
定

に
伴
う
全
国
一
律
の
シ
ス
テ
ム
改

修
と
な
る
が
、
改
修
費
は
他
市
と

比
較
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
他
市
の
シ
ス
テ

生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
等
改
修

事
業�

４
２
３
万
円

　
平
成
３０
年
１０
月
以
降
の
生
活

保
護
基
準
額
の
改
定
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
改

修
を
行
い
ま
す
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

　
【
議
員
１５
年
以
上
在
職
】

　
　
丸
子　
善
弘　
議
員

　
　
小
野　
　
仁　
議
員

　
　
遠
藤　
吉
久　
議
員

　
　
斉
藤　
栄
治　
議
員

　
　
遠
藤　
和
典　
議
員

　
　
渡
邊　
　
元　
議
長

の
た
め
、
生
産
さ
れ
る
少

花
粉
杉
の
苗
木
は
、
市
内

お
よ
び
県
内
で
植
樹
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
　
　
今
後
、
少
花
粉
杉

以
外
の
コ
ン
テ
ナ
苗
も
生

産
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
、

県
内
で
生
産
で
き
る
コ
ン

テ
ナ
苗
は
杉
苗
し
か
な
い
。

平
成
２９
年
か
ら
杉
の
ほ
か

に
需
要
が
あ
る
カ
ラ
マ
ツ

の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
け

委
員

森
林
整
備
課
長

　
６
月
定
例
会
開
会
日
に
、
全
国

市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
を
受
け

た
次
の
議
員
に
対
し
て
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

ム
改
修
費
を
調
査
し
た
上
で
、
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
受
給
額
が
増
減
す
る
世
帯

の
割
合
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
各
世
帯
へ
の
影

響
を
把
握
で
き
る
の
は
シ
ス
テ
ム

改
修
後
と
な
る
。

　
　
　
シ
ス
テ
ム
の
改
修
は
い
つ

頃
完
了
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
９
月
初
旬
ま
で

に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

委
員

生
活
福
祉
課
長

▲解体後の土地の利活用が注目される白蝶ビル

▲受彰者を代表してあいさつする丸子議員

▲表彰状の伝達を受ける議員

表
彰
状
の
伝
達

3

平成30年8月1日／205号
やまがた市議会報



　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
を

設
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
関
わ
り
方
を
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
の
運
営
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

の
理
念
な
ど
を
定
め
て
い
き
た
い
。

く
ら
し

仮
称
山
形
市
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

建
設
建
築
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結

委
員

保
健
所
準
備
課
長

　
　
　
平
成
３３
年
度
か
ら

個
人
市
民
税
の
基
礎
控
除

に
所
得
要
件
が
設
け
ら
れ
、

増
税
と
な
る
人
が
い
る
。

ど
の
よ
う
に
市
民
へ
周
知

し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
税
制
改
正

の
た
び
に
行
っ
て
い
る
が
、

広
報
や
ま
が
た
な
ど
で
広

く
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

山
形
市
市
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正

委
員

市
民
税
課
長

　
　
　
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
、
本
市
に
は
わ※

が

ま
ち
特
例
の
対
象
と
な
る
太
陽
光

発
電
設
備
は
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

今
後
、
対
象
と
な
る
見
込
み
は
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
国
の
補
助
を
受
け

た
自
家
消
費
型
が
対
象
と
な
り
、

売
電
目
的
は
該
当
し
な
い
。
今
後

の
見
通
し
は
不
透
明
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
た
び
の
改
正
に
よ
り
、

委
員

資
産
税
課
長

こ
ど
も

省
令
の
改
正
に
伴
い
、
放
課
後
児
童

支
援
員
の
資
格
の
規
定
を
整
備

委
員

放
課
後
児
童
支
援
員
に
必
要
な
資

格
が
拡
大
さ
れ
、
過
去
に
教
員
免

許
を
取
得
し
、
更
新
せ
ず
に
失
効

し
た
方
も
該
当
す
る
こ
と
と
な
る

が
、
ど
の
よ
う
な
方
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
教
員
の
退
職

者
や
、
ほ
か
の
職
業
に
就
い
て
い

た
方
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
自
己
負
担
額
の
上
限
月
額

を
、当
分
の
間
、据
え
置
き
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、期
限
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
の
規
程
が

改
正
さ
れ
た
時
点
で
、
市
の
上
限

月
額
も
改
正
す
る
こ
と
に
な
る
た

こ
ど
も
福
祉
課
長

山
形
市
福
祉
医
療
給
付
金
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

常任委員会

総 務
産業文教

厚 生
環境建設 ４つの委員会を開催しました

　
　
　
新
た
な
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
は
平
成
３０
年
３
月
か
ら
適

用
さ
れ
た
が
、３
月
定
例
会
の
段
階

で
、想
定
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
契
約
変
更
の
協

議
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
請
負

金
額
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

受
注
事
業
者
か
ら
の
申
し
出
が
３

月
２９
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
た
び
契
約
を
一
部
変
更
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

仮
称
山
形
市
保
健
所
設
置
工
事
に

係
る
工
事
請
負
契
約
を
一
部
変
更

委
員

市
民
生
活
部
長税

金

▲健全な育成に取り組む放課後児童支援員

▲建設・建築工事が始まる仮称山形市動物愛護センター

※　わがまち特例…‌‌地域決定型地方税制特例措置の通称。地方自治体が地域の実情に応じた政策を展開できるようにするため、自主的に判断し、
条例で決定できるようにする仕組み。
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選
択
し
た
。
内
装
で
は
可
能
な
限

り
木
材
を
使
用
し
、
木
の
ぬ
く
も

り
が
感
じ
ら
れ
る
施
設
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
工
期
が
平
成
３１
年
３
月
２２

日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
４
月

か
ら
開
所
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
工
期
の
１
カ

月
前
に
は
建
物
を
完
成
さ
せ
、
最

後
の
１
カ
月
で
外
構
工
事
の
仕
上

げ
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
事
前
準

備
を
行
い
、
３
月
３１
日
に
は
引
越

し
を
完
了
さ
せ
、
４
月
１
日
の
開

所
に
対
応
し
た
い
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

ま
ち
づ
く
り

　
　
　
脱
輪
事
故
の
再
発

防
止
策
と
し
て
側
溝
に
ふ

た
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、

ポ
ー
ル
コ
ー
ン
の
設
置
に

至
っ
た
経
緯
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
町
内
会

と
の
協
議
に
よ
り
、
交
差

点
が
急
に
狭
く
な
る
箇
所

の
視
認
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
設
置
す
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

市
道
の
管
理
瑕か

疵し

に
よ
る

損
害
賠
償
の
額
を
決
定

委
員

道
路
維
持
課
長

め
、
県
の
規
程
が
改
正
さ
れ
る
ま

で
と
な
る
。

　
　
　
不
審
者
へ
の
対
応
な
ど
の

防
犯
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
予
定
で
あ
り
、
入
り

口
に
も
電
子
錠
を
付
け
る
な
ど
、

防
犯
対
策
に
万
全
を
期
し
た
い
。

　
　
　
建
物
の
構
造
が
鉄
骨
造
と

な
っ
て
い
る
が
、
木
造
で
の
建
設

は
検
討
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
の
結
果
、‌

耐
久
性
な
ど
を
考
え
、
鉄
骨
造
を

仮
称
東
部
拠
点
保
育
所
建
設
建
築
・

外
構
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

　
　
　
側
溝
に
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を

設
置
す
る
場
合
の
基
準
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
管
理
上
必
要
な

箇
所
に
設
置
し
て
い
る
が
、
間
口

付
近
に
１
カ
所
、
ま
た
は
２０
ｍ
ご

と
に
１
カ
所
を
目
安
と
し
て
い
る
。

　
　
　
危
険
箇
所
へ
の
安
全
対
策

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ー
ル
を

強
化
し
、
安
全
に
通
行
で
き
る
よ

う
、
側
溝
整
備
や
舗
装
補
修
な
ど

を
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

委
員

道
路
維
持
課
長

委
員

道
路
維
持
課
長

か
、
東
京
で
の
採
用
試
験
の
実
施

や
大
学
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
確

保
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
、
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
か
ら
、
仮
称
山
形

市
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
台

数
は
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を
考

慮
し
た
場
合
、
ど
の
程
度
確
保
す

る
計
画
な
の
か
、
と
の
発
言
が
あ

り
、
当
局
か
ら
、
土
地
の
形
状
が

不
整
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の

程
度
駐
車
台
数
が
確
保
で
き
る
か
、

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
委
員
か
ら
、
市
民
へ
の
周

知
活
動
に
つ
い
て
、
市
報
や
ラ
ジ

オ
で
の
一
方
通
行
の
周
知
で
は
な

く
、
出
張
講
座
の
開
催
に
よ
り
、

市
民
が
質
問
す
る
機
会
を
増
や
し

て
は
ど
う
か
、と
の
発
言
が
あ
り
、

当
局
か
ら
、
地
区
な
ど
か
ら
の
要

望
が
あ
れ
ば
出
張
講
座
を
実
施
し

て
い
る
。
出
張
講
座
に
よ
り
、
市

民
の
理
解
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
出
張
講
座
自
体
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
、
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

▲平成３１年４月１日開所予定の仮称東部拠点保育所のイメージパース

　
会
期
中
の
６
月
２６
日
に
、
平
成

３１
年
４
月
の
中
核
市
移
行
に
向
け

た
現
在
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
局
か
ら
移
譲
事
務
に
係
る
県

か
ら
の
引
き
継
ぎ
や
、
事
業
効
果

を
高
め
る
施
策
の
検
討
状
況
の
ほ

か
、
職
員
の
確
保
お
よ
び
研
修
派

遣
の
状
況
、
関
係
条
例
の
整
備
や

市
民
へ
の
周
知
活
動
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
獣
医
師
は
計
画

通
り
の
人
員
を
確
保
で
き
る
の
か
、

と
の
発
言
が
あ
り
、
当
局
か
ら
、

市
内
で
の
採
用
試
験
の
実
施
の
ほ

中
核
市
移
行
検
討

�

特
別
委
員
会

　山形市議会のホームページでは、市議
会の役割やしくみ、会議の日程や結果、
会議の生中継や録画中継などを見ること
ができるよ。また、会議録検索では、こ
れまでの会議録や委員会記録を調べるこ
とができるんだ。これまで発行した議会
報や、議員紹介のページで全議員の顔写
真も見ることができるから、ぜひ見てみ
てね！

A

山形市議会のホームページでは
何が見られるベニ？Q

議会あれ
　　 これ

はながたベニちゃんの

教えて！！

ウェブサイト
山形市議会 で 検索
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６
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
１
件
で
す
。
関
係
機
関
に

送
付
し
ま
し
た
。

　
核
兵
器
禁
止
条
約
が
、
２
０
１

７
年
７
月
、
国
連
会
議
で
国
連
加

意
見
書
（
要
旨
）

核
兵
器
禁
止
条
約
の
日
本
政
府
の

署
名
と
批
准
を
求
め
る
意
見
書

盟
国
の
３
分
の
２
に
あ
た
る
１
２

２
カ
国
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
た
。

核
兵
器
は
人
類
と
相
入
れ
な
い
非

人
道
的
兵
器
と
し
て
法
的
に
禁
止

さ
れ
、
史
上
初
め
て
核
兵
器
の
な

い
世
界
へ
と
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
核
兵
器
禁
止
条
約
第
１
条
は
、

条
約
締
約
国
は
核
兵
器
の
開
発
、

実
験
、
生
産
、
製
造
、
取
得
、
保

有
、
貯
蔵
、
さ
ら
に
、
核
兵
器
を

使
用
す
る
こ
と
や
使
用
す
る
と
の

威
嚇
、
自
国
の
領
域
ま
た
は
自
国

の
管
轄
も
し
く
は
管
理
の
下
に
あ

る
場
所
で
核
兵
器
を
配
置
、
設
置

ま
た
は
配
備
す
る
こ
と
を
禁
止
し

て
い
る
。
ま
た
同
条
約
第
４
条
で

は
、
核
兵
器
の
全
面
的
な
廃
絶
に

向
け
た
枠
組
み
が
明
確
に
さ
れ
、

核
保
有
国
が
条
約
に
参
加
す
る
道

を
つ
く
っ
て
お
り
、条
約
採
択
後
、

昨
年
９
月
２０
日
か
ら
国
連
で
条
約

署
名
が
始
ま
り
、
５９
カ
国
が
署
名

し
て
い
る
。

　
昨
年
１２
月
１０
日
に
は
、
２
０
１

７
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
、
核
兵

器
禁
止
条
約
へ
の
貢
献
が
評
価
さ

れ
た
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
核
兵
器
廃
絶

国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
）」
に
授
与
さ
れ
て
い
る
。

　
山
形
市
議
会
に
お
い
て
も
、
１

９
８
４
年
３
月
２２
日
、
全
会
一
致

に
よ
り「
山
形
市
平
和
都
市
宣
言
」

を
議
決
し
た
が
、
山
形
県
内
全
自

治
体
、
日
本
の
自
治
体
の
約
９０
％

で
あ
る
約
１
６
０
０
自
治
体
に
お

い
て
も
「
平
和
宣
言
」
や
「
非
核

平
和
都
市
宣
言
」
等
を
行
っ
て
い

る
。

　
よ
っ
て
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
望
む
国
内
外
の
広
範
な
世
論
に

応
え
、
核
兵
器
の
悲
惨
さ
を
知
る

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
日
本
と
し
て
、

日
本
政
府
が
核
兵
器
禁
止
条
約
に

署
名
し
、
批
准
す
る
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。

　
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
委
員
の
う
ち
、
５
人
の
任
期

が
６
月
３０
日
で
満
了
す
る
こ
と
に

伴
い
、
次
の
方
の
選
任
を
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
井い
の
上う
え　
弓ゆ
み
子こ 

氏

　
熊く
ま
谷が
い　
　
誠
ま
こ
と 

氏

　
今こ
ん
野の　
健け
ん
一い
ち 

氏

　
西に
し
上が
み
紀き

江え

子こ 

氏

　
諸も
ろ
橋は
し　
哲て
つ
郎お 

氏

人
事
案
件

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
委
員
の
選
任
に
同
意

　６月定例会で審議された請願は、新たに提出された３件です。陳情
は、新たに提出された１件を所管する委員会に配付しました。各委員
会での審査結果は以下の通りです。

請願・陳情

件　　　　　　　名
紹介議員 所　管

委員会 結　果
提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
　
　
願

第
３
号

新
規
※

最低賃金の改善と中小企業支
援の拡充を求める意見書の採
択を求めることについて 阿曽　　隆

斉藤　栄治 産業文教 継続審査
山形地域労働組合総連合
議長　東海林良二　ほか１人

第
４
号
新
規

核兵器禁止条約の日本政府の
署名と批准を求める意見書の
提出に関することについて 佐藤　秀明 総　務 採　択
山形地区平和センター
議長　小野祭樹

第
５
号
新
規

政府に対して「森友学園」、
「加計学園」疑惑の速やかな真
相究明と国民に対する説明責
任を果たすよう求める意見書
の提出に関することについて

佐藤　秀明 総　務 継続審査

山形地区平和センター
議長　小野祭樹

陳　
情

第
１
号
新
規

臓器移植の環境整備を求める
意見書の採択を求めることに
ついて 厚　生 配付のみ
移植ツーリズムを考える会
理事　井田敏美

（※印は意見陳述が行われたものです。）
●議決の結果は、７ページ「議案の賛否一覧表」をご覧ください。

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わ
せください。

☎０２３（６４２）８４０４

９月６日（木）
　　～１０月１日（月）

９月定例会の日程
（予定）
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議案番号 件　　　　名 議決結果

議第４９号
平成３０年度山形市一般会計補正予算
　水田畑地化基盤強化対策事業、街路事業、要緊急安全確認大規模建築物耐震改修等補助事業、
生活保護システム等改修事業などに係る補正予算です。

可決
（全会一致）

議第５０号 損害賠償の額の決定について
　市道の管理瑕疵による車両損傷事故に係る損害賠償の額を決定するものです。

同意
（全会一致）

議第５１号 水槽付消防ポンプ自動車の購入について 同意
（全会一致）

議第５２号 工事請負契約の締結について（（仮称）山形市動物愛護センター建設建築工事） 同意
（全会一致）

議第５３号 工事請負契約の締結について（（仮称）東部拠点保育所建設建築及び外構工事） 同意
（全会一致）

議第５４号 「工事請負契約の締結について」の一部変更について（（仮称）山形市保健所設置工事）
　（仮称）山形市保健所設置工事の請負金額を変更するものです。

同意
（全会一致）

議第５５号
山形市市税条例等の一部改正について
　地方税法等の改正に伴い、市たばこ税の見直し、固定資産税の課税標準の特例措置の導入・変
更など、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第５６号
山形市福祉医療給付金支給条例の一部改正について
　重度心身障がい（児）者医療給付金の支給対象者が受ける外来療養および指定訪問看護に係る
一部負担金の上限月額を据え置くものです。

可決
（全会一致）

議第５７号
山形市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
　放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準に係る省令の改正に伴い、放課後児童支
援員の資格について規定の整備をするものです。

可決
（全会一致）

議第５８号 山形市情報公開・個人情報保護審査会委員の選任について
　内容は６ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

報第１号 専決処分の承認について（平成２９年度山形市一般会計補正予算）
　起債の借入限度額の変更に伴う予算措置をしたものです。

承認
（全会一致）

報第２号 専決処分の承認について（平成２９年度山形市駐車場事業会計補正予算）
　起債の借入限度額の変更に伴う予算措置をしたものです。

承認
（全会一致）

報第３号 専決処分の承認について（山形市市税条例の一部改正について）
　地方税法および同法施行令の改正に伴い、所要の改正をしたものです。

承認
（全会一致）

報第４号 専決処分の承認について（山形市国民健康保険税条例の一部改正について）
　地方税法および同法施行令の改正に伴い、所要の改正をしたものです。

承認
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果
議会案
第３号

核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書の提出について
　内容は６ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（一覧表参照）

議決議案一覧（６月定例会）

◆‌○＝賛成　×＝反対　　◆渡邊元議長は採決に加わらない。　◆「無」は会派所属なし。

◆ 賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案の賛否一覧表
‌ 会派
‌ 議員名

議案
議会案番号

翔政会 市民連合山形市議団 緑政会 共産党 公明党 無 遠
藤
吉
久
副
議
長

渡
邊

元
議
長

議決
結果

仁
藤

俊

浅
野
弥
史

田
中
英
子

伊
藤
香
織

中
野
信
吾

菊
地
健
太
郎

遠
藤
和
典

丸
子
善
弘

長
谷
川
幸
司

須
貝
太
郎

斎
藤
武
弘

鈴
木
善
太
郎

髙
橋
昭
弘

高
橋
公
夫

佐
藤
秀
明

伊
藤
美
代
子

川
口
充
律

斉
藤
栄
治

石
澤
秀
夫

加
藤

孝

渋
江
朋
博

武
田

聡

小
野

仁

斎
藤
淳
一

阿
曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今
野
誠
一

松
田
孝
男

武
田
新
世

折
原
政
信

尾
形
源
二

議会案第３号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ － 可決
請 願 第 ４ 号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ － 採択
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重
粒
子
線
治
療
な
ど
で
、
本

市
を
訪
れ
た
患
者
や
家
族
を
ど
の

よ
う
な
形
で
も
て
な
す
の
か
。

　
　
安
心
・
快
適
な
滞
在
の
た
め
、

QA

患
者
や
そ
の
家
族
の
要
望
に
応
じ
、

医
療
機
関
、
観
光
事
業
者
、
交
通

事
業
者
な
ど
と
調
整
を
図
る
、
仮

称
や
ま
が
た
医
療
ツ
ー
リ
ス
ト
セ

ン
タ
ー
の
設
置
を
山
形
大
学
医
学

部
先
端
医
療
国
際
交
流
推
進
協
議

会
で
検
討
し
て
い
る
。

　
　
重
粒
子
線
治
療
費
利
子
補
給

制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
県
を
中
心
に
、
山
形
大
学
医

学
部
先
端
医
療
国
際
交
流
推
進
協

議
会
に
お
い
て
支
援
制
度
の
検
討

を
行
う
た
め
、
そ
の
検
討
内
容
を

踏
ま
え
、先
進
地
の
事
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
、調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
糖
尿
病
患
者
へ
の
保
健
指
導

は
、
か
か
り
つ
け
医
の
依
頼
が

あ
っ
た
場
合
に
実
施
す
る
と
し
て

い
る
が
、
行
政
が
積
極
的
に
関
与

し
て
、
保
健
指
導
を
推
進
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
対
象
者
の
都
合
に
合
わ
せ
た

指
導
や
訪
問
指
導
な
ど
、
き
め
細

か
い
個
別
対
応
の
メ
リ
ッ
ト
が
理

解
さ
れ
る
よ
う
、
市
医
師
会
な
ど

と
連
携
し
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

　
　
市
民
の
健
康
増
進
や
予
防
対

策
推
進
の
た
め
、
市
医
師
会
、
国

民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
者
や
医

療
機
関
と
の
協
力
体
制
を
構
築
し
、

情
報
連
携
を
模
索
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
平
成
２７
年
度
に
全
国
健
康
保

険
協
会
山
形
支
部
と
包
括
協
定
を

結
び
、
検
診
結
果
の
報
告
な
ど
の

情
報
連
携
を
図
っ
て
い
る
が
、
保

険
者
間
の
情
報
連
携
は
一
定
の
範

囲
に
限
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
国

QA

QA

QA

●‌一般質問の内容を要約して掲載しています。また、議会ウェブサイトで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
６
月
定
例
会
で
は
、
６
月

１９
日
と
２０
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
翔

政

会
）

菊
地
健
太
郎
街
づ
く
り
戦
略
、
移
住
促
進
と
仕
事
の
確
保
、‌

山
形
を
ア
ニ
メ
の
舞
台
に
、
国
際
交
流
の
促
進　

ほ
か

髙
橋　
昭
弘

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

部
活
動
、教
職
員
の
多
忙
化
対
策
、ス
キ
ー
教
室
、

不
登
校
児
童
生
徒
、
学
校
集
金
と
そ
の
支
払
い
、

県
体
育
館
・
武
道
館

石
澤　
秀
夫

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

ス
ポ
ー
ツ
を
核
に
し
た
街
づ
く
り
を
、
健
康
医
療

先
進
都
市
、
高
齢
者
等
交
通
弱
者
の
足
の
確
保
、

西
部
地
区
の
活
性
化
、
斎
場
の
整
備　
ほ
か

鈴
木
善
太
郎

（
翔

政

会
）
市
長
の
政
治
姿
勢
、
健
康
を
テ
ー
マ
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
、
市
民
生
活
の
安
心
安
全
の
た
め
の
危
機

管
理
、
都
市
づ
く
り
と
観
光
産
業
の
充
実　
ほ
か

（
緑

政

会
）

渋
江　
朋
博
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
、二
代
目
鍋
太
郎
の
活
用
、

エ
ッ
ク
ス
ゲ
ー
ム
ズ
誘
致
、労
働
条
件
審
査
導
入
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
必
修
化　
ほ
か

（
無

会

派
）

尾
形　
源
二
人
口
増
は
市
勢
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。
人
口
増
の
た

め
の
吸
引
力
は
基
礎
的
政
策
の
着
実
な
執
行
で
成

果
を
あ
げ
る
事
か
ら　
ほ
か

折
原　
政
信

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

健
康
医
療
先
進
都
市
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
中

核
市
を
目
指
す
中
で
、
沼
木
緑
地
へ
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
整
備　
ほ
か

仁
藤　
　
俊

（
翔

政

会
）
日
本
遺
産
認
定
に
伴
う
観
光
地
山
寺
の
「
発
展
計

画
」、「
音
楽
の
街
山
形
」
の
創
造
、
本
と
給
食
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
図
書
給
食
」　
ほ
か

折
原　
政
信 

議
員

安
心
・
快
適
な
生
活
を
守
る

き
め
細
や
か
な
施
策
の
推
進
を
！

8

平成30年8月1日／205号
やまがた市議会報



　
　
忙
し
す
ぎ
る
部
活
動
が
原
因

と
な
り
、
生
徒
が
生
活
リ
ズ
ム
を

乱
し
て
い
る
実
態
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
。

　
　
保
護
者
主
催
の
練
習
会
や
長

時
間
練
習
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
適
正
な
部

活
動
の
推
進
を
、
保
護
者
や
外
部

指
導
者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
過
度
な
部
活
動
の
抑
止
に
努

め
る
た
め
、
本
市
で
も
独
自
に
指

導
者
対
象
の
研
修
会
を
開
催
し
、

啓
発
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
市
独
自
の
研
修
会
や
定
期
的

な
研
修
会
の
開
催
は
、
今
後
の
中

QAQA の
動
き
を
見
極
め
な
が
ら
、
可
能

な
限
り
、
他
の
医
療
保
険
者
と
の

情
報
連
携
に
努
め
て
い
く
。

　
　
農
地
取
得
に
係
る
下
限
面
積

を
改
正
し
た
こ
と
を
、宅
地
建
物
取

引
業
協
会
会
員
に
は
周
知
し
た
の

か
。ま
た
、兵
庫
県
宍し
そ
う粟
市
が
実
施

し
て
い
る
空
き
家
と
農
地
を
セ
ッ

ト
に
し
た
バ
ン
ク
制
度
の
よ
う
に
、

適
用
を
拡
大
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
会
員

な
ど
へ
、空
き
家
バ
ン
ク
の
利
活
用

と
併
せ
て
周
知
し
、移
住
・
定
住
の

促
進
や
農
業
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
の
観
点
か
ら
、
適
用
の
拡

大
に
向
け
た
検
討
を
し
て
い
く
。

　
　
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
た
農
地

な
ど
を
、
小
規
模
事
業
者
が
利
活

用
で
き
る
よ
う
農
地
系
の
規
制
緩

和
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
農
地
法
及
び
農
業
振
興
整
備

に
関
す
る
法
律
の
改
正
が
伴
う
こ

と
か
ら
、
国
や
県
な
ど
の
動
き
を

注
視
し
、
市
で
で
き
る
権
限
の
範

囲
内
で
最
大
限
努
力
し
て
い
く
。

　
　
沼
木
緑
地
へ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
整
備
手
法
を
検
討
し
な
が
ら
、

整
備
後
の
管
理
運
営
の
課
題
も
含

め
、地
区
の
方
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
沼
木
緑
地
を
、
冬
は
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
会
場
に
、
夏
は

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
に
利

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
駐
車
場
ま
で
の
除
雪
や
川
へ

の
転
落
防
止
対
策
な
ど
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
場
整
備
の
検
討
と
併
せ
て
地
域

の
方
と
協
議
し
、
最
適
な
土
地
の

利
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

Q

AQ

AQA

QA

核
市
移
行
後
の
研
修
会
計
画
の
見

直
し
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
保
護
者
に
も
部
活
動
の
あ
り

方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、
適
切
な
活
動
時
間
な
ど

を
示
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
今
後
、
新
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
し
た
際
は
、
概
要
版
を

作
成
し
て
保
護
者
に
配
布
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
協
力
を
求
め
て
い

く
。

　
　
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
を
支

援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
支
援
施
設

と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
の
状

況
は
ど
う
か
。

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
民
間
の
支
援

施
設
と
、
通
級
な
ど
を
含
め
た
積

極
的
な
連
携
協
力
を
始
め
て
お
り
、

懇
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
情
報

交
換
を
重
ね
て
い
る
。
今
後
も
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
事
務
の
軽
減
や
管
理
上
の
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
学

校
現
場
で
は
、
現
金
を
極
力
扱
わ

な
い
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
今
後
も
、
学
校
に
お
け
る
支

払
い
業
務
の
負
担
軽
減
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、現
在
、

県
で
公
金
な
ど
の
適
正
な
管
理
に

関
わ
る
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
検
討
状
況
を
踏
ま
え
、

さ
ら
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
英
語
の
教
科
化
な
ど
で
ス

キ
ー
教
室
の
開
催
を
見
直
す
動
き

が
あ
る
現
状
を
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
こ
こ
数
年
、
実
施
回
数
を
減

ら
す
学
校
が
出
て
き
て
お
り
、
保

護
者
か
ら
の
要
望
な
ど
を
理
由
に

苦
渋
の
決
断
と
し
て
、
ス
キ
ー
教

室
の
開
催
回
数
を
減
ら
す
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
と
推

察
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
、
ス
キ
ー
教
室
実
施
へ
の
補
助

や
、
経
済
的
支
援
の
必
要
な
家
庭

へ
の
用
具
代
の
補
助
を
継
続
し
て

実
施
し
な
が
ら
、
ス
キ
ー
教
室
の

実
施
を
後
押
し
し
て
い
く
。

　
　
平
成
３５
年
度
を
め
ど
に
撤
去

予
定
で
あ
る
県
体
育
館
の
代
替
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
、
早
急
に
県

と
の
協
議
を
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
県
体
育
館
は
、
多
く
の
県
民

が
利
用
す
る
重
要
な
施
設
と
認
識

し
て
い
る
。
撤
去
後
の
代
替
施
設

は
、
市
内
に
新
た
に
整
備
す
る
必

要
が
あ
り
、
今
後
の
方
向
性
な
ど

を
県
と
協
議
し
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QA

▲健全な部活動の推進を
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

育
ち
の
た
め
に

髙
橋　
昭
弘 
議
員

▲情報連携で市民のさらなる健康増進を
　（山形市医師会健診センター）

9

平成30年8月1日／205号
やまがた市議会報



　
　
本
に
出
て
く
る
メ
ニ
ュ
ー
を

再
現
す
る
図
書
給
食
が
全
国
で
増

え
て
い
る
。
本
へ
の
関
心
や
食
へ

の
興
味
が
高
ま
る
な
ど
、
よ
り
よ

Q

い
食
生
活
へ
の
基
礎
作
り
と
な
る
。

本
市
で
も
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
内
各
校
の
共
通
題
材
と
な

る
図
書
の
選
定
や
、
学
校
と
の
調

整
な
ど
の
課
題
も
あ
る
た
め
、
子

A
　
　
市
長
が
描
く
健
康
医
療
先
進

都
市
の
姿
と
、
実
現
に
必
要
な
施

策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
健
康
で
年
齢
を
重
ね
て
も
生

き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
、
い
ざ
病
気
に
な
っ
た
際
も

先
進
的
で
高
度
な
医
療
が
受
け
ら

れ
、
安
心
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し

て
い
く
。
そ
の
た
め
に
重
要
な
の

は
健
康
寿
命
の
延
伸
で
あ
り
、
市

民
の
健
康
へ
の
意
識
を
高
め
る
各

種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
市
長
部
局
に
ス
ポ
ー
ツ
課
を

設
置
し
、
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

QAQ

ど
も
た
ち
か
ら
喜
ば
れ
、
教
育
的

な
効
果
が
得
ら
れ
る
図
書
給
食
の

可
能
性
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
「
山
寺
が
支
え
た
紅
花
文
化
」

が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。
山

寺
を
観
光
地
と
し
て
世
界
に
発
信

す
る
に
は
、
ト
イ
レ
環
境
の
整
備

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
和
式
ト
イ
レ
も
多
く
、
老
朽

化
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
早
急

な
改
修
が
必
要
で
あ
る
。
機
能
性

や
景
観
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
な

ど
を
関
係
機
関
と
協
議
し
、
必
要

な
支
援
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
よ

り
、
さ
ら
に
重
要
と
な
る
山
寺
の

誘
導
サ
イ
ン
は
、
外
国
語
を
併
記

し
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

も
の
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
今
後
の
整
備
は
、
機
能
的
な

デ
ザ
イ
ン
や
多
言
語
表
記
な
ど
を

考
慮
し
な
が
ら
、
地
元
や
関
係
機

関
と
協
議
し
進
め
て
い
く
。

　
　
山
寺
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
ホ
ー
ム
へ
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー

設
置
な
ど
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
話
し

合
い
、解
決
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
に
毎
年
要
望
し
、
国
の
整

備
方
針
の
基
準
を
超
え
る
駅
か
ら

QA

QA

QA

　
　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
画
や
健

康
増
進
な
ど
の
推
進
に
は
、
教
育

委
員
会
だ
け
で
な
く
、
市
全
体
で

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
本

市
の
施
策
体
系
の
中
で
、
ど
の
部

門
の
所
管
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、

調
査
検
討
し
て
い
く
。

　
　
多
く
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
を
輩
出
し
た
市
に
ふ
さ
わ
し

い
、
新
た
な
屋
内
ス
ケ
ー
ト
場
を

早
期
に
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
平
成
３０
年
２
月
に
策
定
し
た

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
で
広
域
利
用

に
資
す
る
施
設
と
位
置
付
け
て
お

り
、
市
内
へ
の
整
備
を
県
な
ど
の

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
が

安
価
で
利
用
で
き
る
福※

祉
有
償
運

送
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
。

　
　
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
移
送

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
な
ど
で
利
用
登

録
者
数
は
横
ば
い
傾
向
に
あ
る
が
、

対
象
者
へ
の
啓
発
を
図
り
、
利
用

者
の
状
況
に
応
じ
て
他
の
支
援
制

度
も
活
用
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

移
動
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
２９
年
９
月
定
例
会
の
一
般
質

問
で
西
部
工
業
団
地
の
拡
充
に
つ

い
て
質
問
し
た
が
、
そ
の
後
の
国

の
動
向
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
基

づ
く
国
の
施
策
の
動
向
に
大
き
な

変
化
は
な
い
が
、
農
村
産
業
法
の

適
用
条
件
で
あ
る
人
口
要
件
の
緩

和
な
ど
を
、市
長
会
な
ど
を
通
し
、

県
・
国
に
要
望
し
て
い
る
。

　
　
仮
称
西
部
工
業
団
地
反
田
線

と
須
川
の
間
の
エ
リ
ア
を
、
公
共

工
事
で
発
生
す
る
土
砂
の
集
積
施

設
と
し
て
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
大
型
車
両
に
よ
る
土
砂
搬
入

の
ア
ク
セ
ス
性
や
周
辺
環
境
を
考

慮
し
な
が
ら
、
提
案
の
場
所
周
辺

も
含
め
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
元
双
葉
小
学
校
利
活
用
の
具

体
策
を
早
急
に
決
定
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
再
度
、
双
葉
小
学
校
再
生
委

員
会
の
方
と
意
見
交
換
を
行
い
、

地
元
が
主
体
と
な
り
、
先
行
し
て

部
分
的
な
活
用
に
着
手
す
る
提
案

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
元
と
連

携
し
な
が
ら
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
　
公
文
書
管
理
と
情
報
公
開
は

適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
文
書
管
理
規
程
に
基
づ
き
、

手
順
を
遵
守
し
、
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
な
ど
で
適
正
に
運
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
行
政
文
書
の
公
開
は

情
報
公
開
条
例
に
従
い
、
請
求
者

の
求
め
に
応
じ
て
、
今
後
も
適
切

な
情
報
公
開
に
努
め
て
い
く
。

AQAQA

QAQA

QAQA

▲練習環境の早期充実を図れ

※　福祉有償運送…‌‌ＮＰＯ法人などが要介護者や身体障がい者などの会員に対して、営利とは認められない実費の範囲内の対価で、自家用自動車
を使用して、原則としてドアツードアの個別輸送を行うもの。

市
民
の
た
め
の

健
康
医
療
先
進
都
市
を

石
澤　
秀
夫 

議
員

図
書
給
食
で
子
ど
も
た
ち
の

心
と
体
に
栄
養
を

仁
藤　
　
俊 

議
員
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中
核
市
移
行
に
伴
う
事
務
事

業
増
加
へ
の
対
応
や
都
市
間
競
争

力
を
高
め
る
た
め
、
副
市
長
の
二

人
制
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
先
行
し
て
中
核
市
に
移
行
し

て
い
る
市
で
は
、
二
人
制
の
導
入

例
が
多
数
あ
る
。
中
長
期
的
な
課

題
解
決
に
向
け
た
組
織
体
制
の
整

備
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
、
医
療
現
場
で
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
と
聞
く
、
薬

草
な
ど
の
生
薬
を
山
形
に
定
着
さ

せ
、
野
草
園
を
薬
草
園
と
し
て
活

用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
民
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を

QAQA 順
次
整
備
す
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
は
、ホ
ー

ム
が
狭
く
、
設
置
の
た
め
の
壁
も

な
い
た
め
、
安
定
性
や
安
全
面
に

配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
引
き
続
き

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
本
市
は
山
形
交
響
楽
団
や
、

音
楽
科
を
設
置
す
る
公
立
高
校
が

あ
る
な
ど
、
音
楽
の
街
で
あ
る
。

山
形
駅
西
口
に
県
総
合
文
化
芸
術

館
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、
自
由
通

路
な
ど
に
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を

設
置
し
、「
音
楽
の
街
山
形
」
を

国
内
外
に
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
県
と
連
携
し
効
果
的
な
発
信

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
平
成
３１

年
度
策
定
を
目
指
し
て
い
る
新
た

な
文
化
芸
術
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
で
も

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
山
形
駅

東
西
自
由
通
路
は
音
の
反
響
が
非

常
に
大
き
く
、
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア

ノ
の
設
置
は
困
難
と
考
え
る
が
、

街
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
交
流
を

目
的
に
導
入
し
て
い
る
他
市
の
事

例
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
創
造
都
市
の
拠
点
施
設
山
形

ま
な
び
館
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
た

進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
２８
年
度
、
当
初
は
文
化
拠
点

施
設
の
整
備
と
し
て
基
礎
調
査
を

委
託
し
た
が
、
平
成
２９
年
１０
月
に

ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
コ

ン
セ
プ
ト
を
一
部
変
更
し
協
議
し

て
き
た
。
３０
年
度
は
施
設
の
機
能
・

整
備
計
画
、
運
営
体
制
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
基
本
構
想
を
策
定
す
る

予
定
で
あ
る
。
３１
年
度
以
降
に
設

計
・
工
事
を
開
始
し
、
３１
〜
３２
年

度
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

お
り
、
以
降
は
検
証
を
重
ね
、
段

階
的
に
活
用
の
幅
を
広
げ
て
い
く
。

Q

A

QA

受
け
、
薬
草
の
植
栽
体
験
や
周

辺
の
山
々
の
薬
草
を
観
察
す
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
開
催
し
、

参
加
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

今
後
も
、
薬
草
を
取
り
入
れ
た
イ

ベ
ン
ト
に
取
り
組
み
、
野
草
園
の

魅
力
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　
　
豊
か
な
自
然
や
名
所
旧
跡
が

数
多
く
存
在
す
る
東
沢
地
区
に
温

泉
を
整
備
し
、
薬
草
園
を
中
心
と

し
た
歴
史
や
文
化
、
観
光
資
源
を

巡
る
健※

康
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
と

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
、
新
た
に
直
営
で
温
泉

施
設
を
整
備
す
る
具
体
的
な
計
画

は
な
い
が
、
民
間
業
者
に
よ
る
計

画
が
あ
る
場
合
は
、
可
能
な
支
援

の
あ
り
方
と
健
康
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
高
齢
者
や
児
童
な
ど
を
狙
っ

た
事
件
の
未
然
防
止
、
認
知
症
高

齢
者
の
行
方
捜
索
な
ど
の
た
め
、

市
内
全
域
に
、
２４
時
間
監
視
が
で

き
る
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
警
察
や
関
係
機
関
な
ど
と
協

議
し
な
が
ら
、
必
要
性
に
つ
い
て

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
２４
時
間
使
用
で
き

る
よ
う
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
当
面
は
救
命
措
置
講
習
の
実

施
な
ど
に
力
を
入
れ
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
の
設
置
は
、
先

進
地
の
活
用
実
態
な
ど
を
み
な
が

ら
研
究
し
て
い
く
。

　
　
県
施
行
東
原
村
木
沢
線
の
や

よ
い
工
区
間
は
完
成
が
未
定
で
あ

る
。
安
全
確
保
の
た
め
、
山
形
停

車
場
西
口
線
か
ら
続
く
道
路
を
飯

塚
町
口
ま
で
延
伸
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
早
期
の
事
業
着
手
を
県
に
要

望
す
る
と
と
も
に
、
未
舗
装
農
道

の
整
備
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
霞
城
公
園
の
櫓
や
ぐ
ら
門も
ん
を
、
水
野

藩
の
歴
史
資
料
館
と
し
て
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
現
時
点
で
は
専
門
の
資
料
館

で
は
な
く
、
櫓
門
の
公
開
期
間
に

企
画
展
な
ど
で
の
活
用
を
検
討
し

て
い
く
。

　
　
市
街
化
調
整
区
域
内
の
幹
線

道
路
沿
線
に
あ
る
土
地
の
有
効
活

用
の
た
め
、
土
地
利
用
の
見
直
し

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
大
部
分
が
農
地
で
あ
り
、
農

振
除
外
が
条
件
の
た
め
農
地
以
外

に
活
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況

で
あ
る
。
今
後
も
市
の
権
限
で
、

で
き
る
範
囲
に
お
い
て
有
効
活
用

に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
農
地
関
連
制
度
な
ど
の
見
直

し
を
国
・
県
に
要
望
し
て
い
く
。

QAQ

AQAQA

QAQA

▲日本一のいも煮会を支えた初代鍋太郎 ▲本に出てくるメニューを再現する図書給食

※　健康ツーリズム…自然豊かな地域を訪れ、そこにある自然や温泉などで心身ともに癒され、健康を回復・増進・保持する観光形態。

都
市
間
競
争
力
を
高
め
る

副
市
長
の
二
人
制
に
つ
い
て

鈴
木
善
太
郎 
議
員
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※　エックスゲームズ…‌‌スキー、スノーボーディング、ＢＭＸなどのエクストリームスポーツの技術や速さを競う大会。夏と冬の年２回開催して
おり、アメリカを中心に全世界でテレビ放送されている。

　
　
都
市
計
画
税
の
あ
り
方
を
見

直
し
、
税
負
担
の
合
理
化
・
公
平

化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
他
自
治
体
の
状
況
な
ど
を
調

QA

査
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
方
向
性

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
「
子
ど
も
の
教
育
は
山
形
で
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
、
独
自
性
の
あ

Q
　
　
中
核
市
移
行
後
の
圏
域
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
健
康

医
療
先
進
都
市
を
基
軸
に
、
ど
の

よ
う
な
独
自
色
を
出
し
て
い
く
の

か
。

　
　
新
た
に
圏
域
全
体
の
経
済
成

長
の
け
ん
引
、
高
次
の
都
市
機
能

の
集
積
・
強
化
と
い
っ
た
二
つ
の

分
野
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

健
康
医
療
関
係
は
、
大
学
・
保
健

所
を
活
用
し
た
健
康
な
ど
に
関
す

る
共
同
研
究
・
デ
ー
タ
提
供
な
ど

の
具
体
的
な
協
議
を
、
定
住
自
立

圏
の
形
成
を
し
て
い
る
３
市
２
町

で
進
め
て
い
る
。

QA

る
施
策
を
積
極
的
に
行
っ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
全

校
一
斉
に
導
入
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
各
学
校
が
独
自
性
を
も
っ
た
、

質
の
高
い
教
育
の
実
現
に
向
け
、

山
形
ら
し
さ
を
大
切
に
し
た
施
策

を
展
開
し
支
援
し
て
い
く
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
、
新
し
い
学
習
指
導
要

領
の
完
全
実
施
の
年
度
に
合
わ
せ
、

一
斉
導
入
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
蔵
王
温
泉
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

と
山
寺
の
高
品
位
化
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
蔵
王
温
泉
は
、
県
が
本
市
、

上
山
市
な
ど
と
連
携
し
、
新
「
世

界
の
蔵
王
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

を
立
ち
上
げ
、
四
季
の
リ
ゾ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
す
こ
と

と
し
て
い
る
。
山
寺
は
、
景
観
整

備
の
重
要
課
題
で
あ
る
無
電
柱
化

に
つ
い
て
調
査
し
、
県
無
電
柱
化

推
進
調
整
会
議
に
諮
り
な
が
ら
、

早
期
の
採
択
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
「
が
ん
征
圧
都
市
宣
言
」
を

真
剣
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
簡
易
に
が
ん
検
診
を
受
診

で
き
る
よ
う
「
プ
チ
検
診
」
と
い

う
名
称
で
血
液
検
査
に
よ
る
一
次

簡
易
検
診
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
都
市
宣
言
と
い
う
形
も
視
野

に
入
れ
検
討
し
て
い
く
。
簡
易
検

A

QA

QA

　
　
役
目
を
終
え
た
二
代
目
鍋
太

郎
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
、
山
形

商
工
会
議
所
青
年
部
か
ら
提
案
が

あ
っ
た
と
聞
く
が
、
そ
の
後
の
検

討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
日
本
一
の
芋
煮
会
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
協
議
会
で
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
と
し
て
の
活
用
を
考
え
て
お
り
、

複
数
の
候
補
地
の
ほ
か
に
、
地
域

か
ら
設
置
の
要
望
も
出
さ
れ
て
い

る
。
設
置
場
所
は
、
Ｐ
Ｒ
効
果
、

維
持
管
理
、
鍋
の
移
動
経
費
な
ど

総
合
的
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
協
議
を

進
め
て
い
く
。

　
　
平
成
２９
年
９
月
定
例
会
の
一

般
質
問
で
エ※

ッ
ク
ス
ゲ
ー
ム
ズ
の

大
会
誘
致
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、

そ
の
後
の
関
係
者
と
の
協
議
状
況

や
誘
致
活
動
に
対
す
る
考
え
は
ど

う
か
。

　
　
エ
ッ
ク
ス
ゲ
ー
ム
ズ
は
、
海

外
か
ら
の
観
光
誘
客
に
つ
な
が
る

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
現
在
、
運
営
主
催
者
と
蔵
王

温
泉
関
係
者
で
協
議
を
進
め
て
お

り
、
開
催
に
向
け
た
支
援
内
容
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
本
市
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
お
け

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
に
、
労
働

条
件
審
査
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
お
け
る
適
正

な
労
働
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、

現
在
進
め
て
い
る
事
業
で
は
想
定

し
て
い
な
い
が
、
事
業
効
果
の
検

証
と
併
せ
、
改
善
策
を
検
討
す
る

過
程
で
研
究
し
て
い
く
。

　
　
小
学
校
で
必
修
化
さ
れ
る
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
、
ど
う
対

応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
小
学
校
教
職
員
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
市
教
育
研
究
所
が
調

査
研
究
し
た
情
報
の
発
信
や
情
報

活
用
研
修
会
で
の
説
明
な
ど
で
教

職
員
に
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
通
学
路
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
児
童
の
登
下
校
時
の
さ
ら
な

る
安
全
確
保
や
体
制
強
化
を
目
的

に
、
通
学
路
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
・
運
用
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

の
実
施
状
況
な
ど
を
調
査
研
究
し

て
い
く
。

　
　
第
八
小
学
校
南
側
の
交
差
点

は
、変
則
的
な
形
状
を
し
て
お
り
、

非
常
に
危
険
な
箇
所
で
あ
る
。
早

急
に
道
路
の
塗
装
な
ど
の
安
全
対

策
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
山
形
警
察
署
と
協
議
が
整
い

次
第
、
交
差
点
路
肩
や
横
断
歩
道

部
周
囲
の
カ
ラ
ー
塗
装
を
実
施
し
、

小
白
川
街
道
の
交
通
安
全
対
策
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQA

▲危険度が高くなる変形交差点
圏
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

独
自
色
を
示
せ

渋
江　
朋
博 

議
員

都
市
計
画
税
の
見
直
し
で

定
率
均
等
課
税
を
検
討
せ
よ

尾
形　
源
二 

議
員
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旧済生館 県博物館

県体育館

裁判所

サッカースタジアム

Ｉ
Ｃ
Ｔ
オ
フ
ィ
ス
ゾ
ー
ン

　
　
新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
建

設
の
具
体
的
な
意
思
を
、
早
急
に

示
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
他
都
市
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
視

察
な
ど
、
情
報
収
集
に
努
め
、
提

案
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　
新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の

場
所
は
、
旧
県
立
中
央
病
院
跡
地

と
そ
の
周
辺
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
、
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
西
側
エ
リ

ア
が
最
適
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
平
成
３０
年
９
月
に
示
さ
れ
る

基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な

候
補
地
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
ア
ス
リ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
を
建

QAQAQ 査
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
法
が
あ

る
た
め
、
今
後
の
臨
床
研
究
の
結

果
な
ど
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
市
民
の
健
康
度
合
い
を
表
す

指
数
に
医
療
費
を
用
い
、
削
減
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
重
症
化
疾
患
の
新
規
患
者
割

合
の
減
少
や
特
定
健
診
受
診
率
の

向
上
な
ど
の
数
値
目
標
を
掲
げ
、

医
療
費
の
抑
制
に
向
け
て
努
力
し

て
い
く
。

　
　
中
心
市
街
地
に
街※

区
公
園
を

整
備
し
、
商
業
店
舗
を
集
積
す
る

エ
リ
ア
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、

人
口
密
度
の
高
い
居
住
空
間
形
成

を
誘
導
す
る
区
画
整
理
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
空
き
地
の
集
約
や
高
度
土
地

利
用
を
行
い
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
な
ど
を
取
り
入
れ
た
快
適
な
都

市
空
間
の
整
備
を
考
え
て
い
く
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性
化
戦
略

本
部
で
の
協
議
や
、
立
地
適
正
化

計
画
策
定
の
中
で
、
居
住
機
能
の

誘
導
方
針
の
検
討
も
進
め
て
い
く
。

　
　
市
発
展
計
画
の
基
に
な
る
第

７
次
総
合
計
画
を
受
け
て
、
第
８

次
総
合
計
画
を
策
定
し
、
市
の
歩

む
べ
き
道
筋
を
示
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
総
合
計
画
に
掲
げ

た
施
策
は
、
中
長
期
財
政
見
通
し

で
裏
打
ち
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
発
展
計
画
の
次
期
計
画
策
定

を
進
め
る
中
で
、
市
政
経
営
の
理

念
と
方
針
を
示
す
計
画
の
全
体
構

成
も
整
理
し
て
い
く
。
ま
た
、
地

方
自
治
体
の
財
政
は
、
国
の
政
策

に
よ
り
大
き
く
影
響
を
受
け
る
た

め
、
中
長
期
に
わ
た
る
財
政
見
通

し
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難

し
い
状
況
で
あ
る
。

QA

QA

Q

A

設
し
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
本

拠
地
を
誘
致
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が

市
内
に
建
設
さ
れ
る
場
合
に
は
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
中
心
市
街
地
に
お
け
る
公
共

施
設
を
再
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
中
心
市
街
地
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
検
討
の
中
で
、
議
論
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
経
営
に
も

中
心
市
街
地
新
規
出
店
者
サ
ポ
ー

ト
事
業
で
補
助
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
平
成
３１
年
度
に
向
け
て
よ
り

柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
制

度
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
親
の
介
護
や
看
護
の
た
め
、

Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
５０
〜
６０
代

向
け
の
就
職
支
援
や
雇
用
創
出
は
、

ど
の
程
度
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
都
内
の
移
住
相
談
窓
口
と
連

携
し
、
相
談
対
応
な
ど
を
行
っ
て

お
り
、
就
職
支
援
の
情
報
な
ど
も

積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
。

　
　
山
形
が
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
の

舞
台
と
な
る
よ
う
、
関
係
機
関
な

ど
に
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
を
図

り
、
ア
ニ
メ
作
品
の
誘
致
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　
タ
イ
人
ス
キ
ー
客
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
。
タ
イ
語
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
蔵
王
を
タ
イ

に
売
り
込
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
可
能
な
範
囲
で
タ
イ
語
の
併

記
に
努
め
な
が
ら
、
案
内
表
示
の

多
言
語
表
記
を
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
、�

都
内
ホ
テ
ル
な
ど
で
山
形
牛
の

デ
ィ
ナ
ー
提
供
を
加
え
て
は
ど
う

か
。

　
　
市
産
野
菜
な
ど
も
組
み
合
わ

せ
、
都
内
で
も
本
市
の
魅
力
が
体

験
で
き
る
よ
う
、検
討
し
て
い
く
。

　
　
ド
ロ
ー
ン
で
山
寺
秋
保
間
を

撮
影
し
た
映
像
を
観
光
案
内
所
な

ど
で
上
映
し
、
観
光
振
興
に
つ
な

げ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
災
害
時

な
ど
に
血
液
や
薬
品
な
ど
の
輸
送

を
行
え
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
ド
ロ
ー
ン
の
先
進
的
な
実
証

実
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
仙
台
市

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
も
ら
い
、

共
同
で
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
山
形
仙
台
間
が
お
よ
そ
１０
分

と
な
る
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
な

ど
の
実
験
線
を
誘
致
し
、
将
来
的

に
実
施
路
線
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
開
発
状
況
や
国
に
お
け
る
検

討
状
況
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
い

な
が
ら
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

AQAQAQ

AQAQAQ

AQAQA

※　街区公園…‌‌都市公園の種類の一つで、街区に居住する者の利用に供することを目的とした誘致距離２５０ｍの範囲内で面積が０．２５haを標準とし
て配置する公園。

▲中心市街地の公共施設再配置（議員案） ▲計画的に行政運営を推進
将
来
を
見
据
え
、
着
実
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
！！

菊
地
健
太
郎 
議
員
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常
任
委
員
会
視
察
報
告

　
本
市
議
会
で
は
、
先
進
的
な
施
策
を
実
施
す
る
他
の
自
治
体
な
ど
へ

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
視
察
の
成
果
は
、
委
員
会
審
査
の
中
で
、

本
市
の
抱
え
る
課
題
解
決
や
市
へ
の
提
言
に
生
か
さ
れ
ま
す
。
今
年
度

実
施
し
た
委
員
会
視
察
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委員会名 日　程 調査地 調査項目

総 務 委 員 会
（１班）

５月８日（火）
　～１０日（木）

福岡県宗像市 宗像市消防団市役所・県総合庁舎合同分団設
立について

山口県防府市 移住・定住促進について
山口県下関市 下関市まちづくり協議会について

厚 生 委 員 会
（１班）

５月２２日（火）
　～２４日（木）

福岡県福岡市 「赤ちゃんの駅」制度および中央児童会館「あ
いくる」について

山口県岩国市 子どもの予防接種および妊婦健康診査について

広島県呉市 国民健康保険事業における医療費適正化につ
いて

産業文教委員会
（１班）

５月９日（水）
　～１１日（金）

福岡県久留米市 久留米シティプラザを活用した街なかのにぎ
わい創出について

長崎県長崎市 国際観光客誘致プロジェクトについて
長崎県長崎市 グリーンツーリズムの取り組みについて

環境建設委員会
（１班）

５月１４日（月）
　～１６日（水）

愛媛県松山市 環境モデル都市としての取り組みについて
愛媛県西条市 河川監視アプリの運用について
愛媛県今治市 ごみ処理施設およびごみの分別について

（総務１班）

防府市まち・ひと・しごと創生総合戦略における
移住・定住促進

　防府市では、防府市まち・
ひと・しごと創生総合戦略
を策定し、人口の将来展望
の達成に向けて、平成２７年
度からの５カ年（２７～３１年
度）の基本目標や具体的施
策を定め、人口減少という

課題に正面から向き合い、「産み・育む」「学ぶ」「働く」
「住む」「創る」の好循環を形成できるよう、横断的・戦
略的な移住・定住推進に取り組んでいます。
　移住・定住に向けた雇用の創出として、テクノタウン
開発、創業支援、市有三世代住宅建設、ＵＩＪターン促
進など、さまざまな具体的な取り組みを行っています。

（産業文教１班）

街なかのにぎわい創出の取り組み
～久留米シティプラザ～

　久留米市では、市民会館
に代わる新たな施設の整備
が長年の課題であり、また、
中心市街地の核となる商業
施設がなくなるなど、街な
かのにぎわいづくりが不可
欠でした。そこで平成２８年

４月にオープンした久留米シティプラザは、市街地再開
発事業との連携により整備され、文化芸術振興・広域交
流促進・にぎわい交流・六ツ門地区の商業の４つの拠点
機能を持ち、「まちなか遊園地」「まちなかバル」「まち
なかシネマ」を開催するなど、中心市街地活性化の拠点
施設としてにぎわいの創出の強化に取り組んでいるとの
ことでした。

（厚生１班）

中心市街地の児童会館を
民間主体のビルに建て替え

　福岡市は、老朽化した児
童会館の全面改築を行い、
中央児童会館「あいくる」
を整備しました。既存施設
の耐震改修では有効面積が
著しく減少するため、都心
部の立地を生かし、土地を

民間に定期借地して建て替え工事をしてもらい、民間所
有のビルの一部に児童会館として入居しました。
　子どもの遊びや活動の場、乳幼児の一時預かり、クラ
ブ活動や季節のさまざまな催しなどの事業を行っており、
民間主体の改築事業の経過や、現在の運営状況などにつ
いて説明を受けました。

（環境建設１班）

安全・安心で人と地域と世代をつなぐ
ごみ処理施設バリクリーン

　今治市では、市町村の合
併に伴い、これまで稼働し
ていた四つのごみ処理施設
を一つに集約した新ごみ処
理施設を平成３０年４月に稼
働しました。ごみ焼却の熱
エネルギーを発電に利用し、

焼却灰はセメント材料に再利用するなど環境に配慮して
おり、３２０人が７日間避難生活ができる防災拠点機能も
備えていました。公設民営方式により運営されており、
地元の雇用を積極的に行い、市民に体育館施設の貸し出
しも行っていました。今後は、防災や環境啓発イベント
を開催し、市民の交流と憩いの場になることを目指して
いくとのことでした。
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委員会名 日　程 調査地 調査項目

総 務 委 員 会
（２班）

５月１５日（火）
　～１７日（木）

奈良県奈良市 公共交通政策について

兵庫県神戸市 デザインクリエイティブセンター神戸（K I I TO）に
ついて

兵庫県西宮市 水害・防災計画について

厚 生 委 員 会
（２班）

５月２９日（火）
　～３１日（木）

富山県富山市 富山市まちなか総合ケアセンターについて

石川県小松市 介護ロボット普及推進事業について

石川県金沢市 金沢市動物愛護管理センターについて

産業文教委員会
（２班）

５月１６日（水）
　～１８日（金）

大阪府和泉市 和泉シティプラザ（生涯学習センター・図書館）につ
いて

和歌山県紀の川市 フルーツ・ツーリズム事業について

和歌山県和歌山市 ご当地鉄道でつなぐ広域観光プロジェクトについて

環境建設委員会
（２班）

５月２９日（火）
　～３１日（木）

福岡県福岡市 水素リーダー都市プロジェクトの取り組みについて

長崎県長崎市 景観まちづくりの取り組みについて

長崎県諫早市 諫早駅周辺整備事業について

（産業文教２班）

図書館のＩＣ化で利用者サービスを向上
～和泉シティプラザ図書館～

　和泉市では、地域特性や
コミュニティ環境などから
市域を大きく４地域に区分
し、地域特性に応じた施設
整備を推進しています。
　中部地域には、市役所出
張所・生涯学習センター・

図書館・保健福祉センターなど六つの機能を持つ「和泉
シティプラザ」が整備され、さまざまな用途で幅広い世
代の市民が集う施設となっています。また、同施設内に
ある「和泉シティプラザ図書館」は、市内の市立図書館
４館と併せて、ＩＣタグによる蔵書と利用者カードの管
理を行っており、貸し出しや返却の簡素化など利便性の
向上と蔵書管理の向上に取り組んでいました。

（総務２班）

デザインで新しいまちづくり

　神戸市には、デザインを
通じてさまざまな世代の人
が交流し、まちをつくる創
造の中心として、旧生糸検
査場を利活用したデザイン
クリエイティブセンター神
戸（K I I TO）があります。

　ユネスコデザイン都市として、「デザインを通じて、
市民・事業者・クリエイターがつながり、新たな価値を
生み出すための創造の場」をコンセプトにギャラリーや
スタジオがあり、子どもたちがまちづくりを考え、実際
にK I I TO内へデザインした店舗を、子ども自らが運営
する取り組みなど、デザインを通じたさまざまなセミナー
や体験型プロジェクトが行われていました。

（環境建設２班）

下水を活用した世界初の水素ステーション

　福岡市では、水素リー
ダー都市プロジェクトの取
り組みとして、産学官の共
同による世界初の下水バイ
オガスを原料にした水素ス
テーションを設置していま
す。家庭や事業所から出た

下水の処理過程で発生する下水バイオガスから、１日に
燃料電池自動車約６５台分の水素をつくり供給しており、
環境にやさしいグリーン水素（再生可能エネルギーから
製造した水素）を使用した、日本初の燃料電池トラック
の技術開発・実証事業などにも取り組んでいました。
　今後は、空港や病院、避難所など、まちづくりにもグ
リーン水素の活用を検討していくとのことでした。

（厚生２班）

犬・猫の殺処分ゼロを目指して
～金沢市動物愛護管理センター～

　金沢市動物愛護管理セン
ターでは、人と動物が幸せ
に暮らす社会の実現に向け、
殺処分ゼロを目指し、動物
愛護の普及・啓発のための
事業を展開しています。
　犬猫の適正・終生飼育を

推進するため、子猫のミルクボランティア制度やドッグ
ランでの犬のしつけ教室、成犬・成猫の譲渡を促進する
ためのトライアル（お試し飼育）制度などを実施するほ
か、動物愛護関係機関との情報交換会や飼い主のいない
猫の不妊・去勢手術支援事業を実施するなど、市民協働
で動物愛護を推進し、殺処分ゼロを目指した取り組みを
行っていました。
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委
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松
田　
孝
男

　スマートフォン・タ
ブレットで議会が視聴
できます。
　お気軽にご活用くだ
さい。

スマホで視聴できます編
集
後
記

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

み
み
よ
り
情
報

と　き　９月１７日（月・祝）
　　　　　　～９月２４日（月）
ところ　蔵王ペンション村
内　容　‌‌ペンション１０軒の庭を公開し

ます。庭の草木や山野草が色
づく美しい庭を観賞しながら
ランチやお茶が楽しめるペン
ションもあります。

問い合わせ先　ペンションステラ
‌ ☎６７９－２３２０

蔵王ペンション村オープンガーデン
～山の秋の庭

上山市

と　き　１１月３日（土・祝）
　　　　午前９時スタート
ところ　‌‌山辺町中央公園（受付、スター

ト、ゴール）
内　容　‌‌２㎞～１０㎞コース。秋まっさ

かりの大パノラマを楽しむ開
放感満点のマラソン大会です。

問い合わ���せ先　‌やまのべ星ふるロード
マラソン大会実行委員会

‌ ☎６６４－７２６３

第７回やまのべ「星ふるロード」
マラソン大会

山辺町

と　き　９月８日（土）　午後２時から
ところ　‌‌中山町いずみ　ひまわり温泉

ゆ・ら・ら前　交流広場
内　容　‌‌ドイツの国民的ビール祭りに

倣い、中山町の日本酒・ワイ
ンなどを提供し、音楽を中心
に老若男女全ての皆さまに楽
しんでいただくイベントです。

問い合わせ先　中山町観光協会
‌ ☎６６２－２１１４

オクトーバーフェストin中山

中山町

花笠まつりを議会でＰＲ

　山形花笠まつりを盛り上げようと、議員が発案・企画
した議場でのＰＲ（花笠議会）が、７月臨時会の開会に
先立ち行われました。
　本会議場内を花笠やポスターなどで飾り付けを行い、
議員と市執行部職員が法

はっぴ
被を着用し、華やかな中での開

催となりました。
　渡邊元議長と佐藤孝弘市長よりメッセージとあいさつ
があったあと、実行委員の発声で「ヤッショマカショ、
シャンシャンシャン」の花笠締めで花笠まつりの成功を
祈念しました。

▲花笠締めで花笠まつりの成功を祈念

▲議場でのＰＲを企画した花笠議会実行委員
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